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１．脳腫瘍０１－０６と中枢神経系①②を良く観察してスケッチを行う。全て書く
ことが望ましいが最低限下記の５つについて学ぶこと。
（必須）０１、０７、中枢神経系①②（この２つはセットで１つ）
（選択）０２，０３、０４、０５、０６およびについてはどれかを2つ選んで
書くこと。

２． スケッチとともに特徴的所見を記載すること。

３．スケッチしたものについて下記の問いに答えよ。
・０１について、膠芽腫の発生に関連する特徴的な遺伝子変異について述べよ。
・０７について、髄芽腫の発生頻度が高い部位と年齢は？
・中枢神経系①② 診断名は何か？原因、発症メカニズムについて述べよ。

０２について、髄膜腫には様々な細分類があるがそれらについてのべよ。
０３について、上衣腫の発生部位はどこか。
０４について、神経鞘腫の発生しやすい部位はどこか。
０５について、Germinomaの治療法について述べよ。
０６について、脈絡叢乳頭腫は悪性化することがあるが、その時最も鑑別すべ
き腫瘍は何か答えよ。

腫瘍病理学分野病理学実習 神経 I・II

脳腫瘍０１

腫瘍細胞の偽柵状配列
pseudopalisading

脳腫瘍０１

血管の増生

脳腫瘍０１

多核異型細胞の出現

２相性biphasic pattern

脳腫瘍０７
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Carrot shape

脳腫瘍０７

Neuronal differentiation

脳腫瘍０７

Perivascular pseudorosette

脳腫瘍０７

海馬の萎縮 Gallyas染色 神経原線維変化

中枢神経系①②

-amyloid染色老人斑

中枢神経系①② 脳腫瘍０２

異型に乏しい髄膜細胞のシート状の増殖
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脳腫瘍０2

紡錘形の腫瘍細胞の渦巻状の配列
Whorl formation

脳腫瘍０3

脳腫瘍０3

腫瘍細胞の血管周囲の偽ロゼット形成
Perivascular pseudorosette

脳腫瘍０４

腫瘍細胞の核の柵状配列
Palisading（観兵配列）

腫瘍細胞が密に増殖
Antoni type A領域

脳腫瘍０５

リンパ球

比較的大型の腫瘍細胞とリンパ球のtwo cell patternを示す

脳腫瘍０６

乳頭状増殖を示す


